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元

禄

期

に

於

け

る

字

音

M

尾

N

尾

の

中

村

暢

斎

の

「
韻

学

私

言

」

発

見

岡

島

昭

浩

一

漢

字

音

韻

尾

の

舌

内

と

唇

内

と

は

、

訂

聲

の

場

合

、

そ

の

区

別

は

早

く

失

わ

れ

た

。

後

、

こ

の

二

者

の

区

別

を

正

し

く

説

い

た

の

は

大

田

全

齋

、

義

門

、

関

政

方

が

ほ

ぼ

同

時

代

で

あ

っ

た

と

い

う

か

ち

、

こ

れ

は

も

う

江

戸

時

代

も

後

期

で

あ

る

。

意

外

に

遅

い

感

が

あ

る

。

悉

曇

学

で

は

三

内

の

区

別

が

説

か

れ

、

そ

の

こ

と

は

本

居

宣

長

も

知

つ

て

い

た

。

し

か

し

宣

長

は

「
地

名

字

音

転

用

例

」

で

は

、

「
ん

」

「
む

」

が

ナ

行

マ

行

に

転

用

さ

れ

る

こ

と

に

気

付

き

な

が

ら

も

、

「
漢

字

三

音

考

」

「
字

音

仮

字

用

格

」

で

そ

の

区

別

を

認

め

な

か

っ

た

。

入

声

で

は

韻

に

よ

っ

て

フ

対

ツ

・

チ

に

分

か

れ

る

こ

と

に

気

付

き

な

が

ら

で

あ

る

.

そ

の

点

は

義

門

や

関

政

方

の

指

摘

の

通

り

で

あ

ろ

う

が

、

宣

長

の

研

究

な

く

し

て

は

義

門

ら

の

研

究

の

進

捗

も

遅

れ

て

い

た

で

あ

ろ

う

こ

と

は

満

田

新

造

氏

も

①

述

べ

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。

し

か

し

、

そ

れ

以

前

に

は

本

当

に

全

く

二

者

の

区

別

に

気

付

い

た

も

の

は

な

か

っ

た

の

で

あ

ろ

う

か

.

「
男

信

」

も

引

く

よ

う

に

多

く

の

学

者

が

ム

と

ン

の

使

い

分

け

を

考

え

て

き

た

。

開

口

と
合

、

上

平

と

下

平

が

そ

れ

ぞ

れ

ム

と

ン

に

対

応

す

る

、

な

ど

と

い

う

も

の

で

あ

る

。

し

か

し

そ

れ

ら

の

他

に

、

義

門

の

目

に

は

触

れ

な

か

っ

た

に

し

て

も

、

正

し

く

使

い

分

け

出

来

た

も

の

が

有

っ

た

こ
,と

も

当

然

考

え

ら

れ

る

わ

け

で

あ

る

。

こ

こ

に

紹

介

す

る

申

村

暢

斎

の

「
韻

学

私

言

」

は

そ

う

い

っ

た

資

料

の

一

つ

で

あ

る

と

見

傲

さ

れ

る

。

義

門

ら

の

よ

う

に

、

国

語

の

中

で

の

使

用

に

は

言

及

し

て

は

い

な

い

が

、

韻

に

よ

っ

っ

て

ン

(
偶

斎

は

二

・

ヌ

と

す

る

〉

と

ム

の

違

い

の

有

る

こ

と

、

そ

の

韻

は

対

応

す

る

入

声

に

よ

っ

て

見

分

け

が

つ

く

こ

と

、

な

ど

に

著

者

暢

斎

が

気

付

い

て

い

た

こ

と

が

う

か

が

え

る

も

の

で

あ

る

。

時

代

は

本

居

宣

長

よ

り

も

古

く

、

元

禄

に

ま

で

さ

か

の

ぼ

る

。二

「
韻

学

私

言

」

は

九

州

大

学

付

属

図

書

館

碩

水

文

庫

蔵

で

あ

る

。

『
国

書

総

目

録

』

で

は

「
近

世

漢

学

者

著

述

目

録

大

成

等

に

よ

る

」

と

あ

り

、

他

に

も

い

く

つ

か

の

目

録

に

当

っ

て

み

た

が

、

九

州

大

学

以

外

に

本

書

を

蔵

し

て

い

る

と

こ

ろ

が

あ

る

の

か

は

不

明

で

あ

る

。

叢

書

・

日

本

の

思

想

家

十

一

『
中

村

暢

斎

・
室

鳩

巣

』

(
昭

和

五

八

年

〉

の

中

村

暢

斎

の

部

の

著

者

で

あ

る

柴

田

篤

氏

に

も

口

頭

で

伺

っ

て

み

た

の

だ

が

ご

存

じ

な

い

と

い

う

こ

と

で

あ

っ

た

。

な

お

「
②

近

世

漢

学

者

著

述

目

録

大

成

」

の

基

づ

く

と

こ

ろ

で

あ

ろ

う

「近

代

著

述

目

録

一

②

に

二

巻

と

見

え

、

「
典

籍

作

者

便

覧

一
に

は

一

巻

と

見

え

る

。

ま

た

、

暢

斎

の

「

、

③

の

巻

末

所

載

の

「
仲

村

拐

斎

先

生

著

述

書

目

」

に

「
韻

学

私

言

筆

記

書

集

傳

」

④

未

刻

二

巻

」

、

「
明

和

九

年

刊

書

籍

目

録

」

で

は

、

「
韻

書

字

書

」

の

条

、

「
韻

學

漿

蒙

」

の

次

項

に

「

一

同

私

言

暢

斎

」

と

あ

る

。

こ

の

九

大

本

「
韻

学

私

言

」

は

大

本

一

冊

墨

付

四

九

丁

。

非

常

に

丁

寧

な

写

本

で

.

「
本

是

ヨ
リ
行

フ
異

ニ
ス
」

な

ど

の

注

記

が

あ

る

。

二

一

丁

裏

の

み

別

筆

の

よ

う

だ

が

、

六

丁

裏

欄

外

に

「
信

按

」

と

み

え

る

の

は

、

こ

の

書

写

者

が

或

い

は

「
信

」

の

つ

く

名

を

持

っ

て

い

た

の

で

あ

ろ

う

か

.

表

紙

は

繰

色

。

題

簑

子

持

の

刷

枠

に

本

文

と

は

別

筆

で

.

「
韻

学

私

言

全

」

と

あ

る

。

内

容

は

全

文

漢

文

(
た

だ

し

片

仮

名

の

振

り

仮

名

あ

り

〉

。

自

序

が

一
丁

半

(

一
オ

～

二

オ

〉

、

「
元

禄

壬

申

中

秋

平

安

仲

欽

敬

甫

具

艸

」

と

し

る

さ

れ

て

い

る

か

ら

.
元

禄

五

(

一

六

九

二

〉

年

の

も

の

で

あ

る

。

以

下

、

一29一



論

聲

音

之

用

論

聲

音

韻

名

義

論

五

官

本

聲

之

生

成

論

五

官

支

聲

論

五

官

縛

聲

論

五

官

寓

聲

論

四

聲

論

七

音

字

母

論

字

母

清

濁

通

例

論

鰐

聲

論

舌

聲

論

重

唇

聲

論

面

聲

論

喉

聲

論

軽

唇

聲

論

二

半

聲

論

音

韻

有

粗

細

園

尖

論

韻

目

論

開

合

内

外

韻

論

公

弓

二

韻

論

岡

光

江

三

韻

論

驕

高

交

三

韻

論

基

規

費

三

韻

論

居

姑

二

韻

三

オ

三

ウ

四

ウ

八

ウ

九

ウ
一
〇

オ

一

一
オ

一

三

ウ

一
六

オ

一

八

オ

一

八

ウ

一

九

オ

一
九

ウ

二

一
オ

二

二

オ

二

二

ウ

二

五

オ

ニ

五

ウ

二

七

オ

二

八

オ

ニ

八

ウ

二

八

ウ

二

九

オ

二

九

ウ

論

庚

京

局

胱

四

韻

論

根

棍

二

韻

論

巾

鈎

二

韻

論

金

箸

二

韻

論

乖

諏

皆

三

韻

論

瓜

嘉

華

迦

灘

五

韻

論

曳

歌

二

韻

論

官

干

二

韻

論

泪

堅

二

韻

論

兼

韻

論

關

鍛

二

韻

論

甘

盛

二

韻

論

高

韻

論

交

韻

論

鉤

鳩

二

韻

論

反

切

論

華

梵

字

音

論

國

字

論

五

音

圖

後

論

七

音

字

母

清

濁

圖

字

母

清

濁

横

圖

五

音

十

母

圖

二

九

ウ

三

〇

オ

三

〇

ウ

三

一
オ

三

一
オ

三

一
ウ

三

二

オ

三

ニ

オ

三

二

ウ

三

二

ウ

三

三

オ

三

三

オ

三

三

ウ

三

三

ウ

三

三

ウ

三

四

オ

三

五

ウ

三

七

オ

三

八

オ

四

〇

オ

四

一
オ

四

二

ウ

四

四

オ

と

、

な

っ

て

い

る

.

「
韻

鏡

」

の

他

に

「
字

彙

」

(
韻

法

横

直

図

、

韻

目

名

も

本

書

に

よ

る

〉

「
古

今

韻

会

學

要

」

「
韻

表

」

「
通

雅

」

「
音

韻

日

月

燈

」

等

の

小

学

書

や

「
通

志

ー

一
夢

渓

筆

談

」

等

の

諸

書

を

引

用

し

、

漢

学

者

ら

し

い

著

作

で

あ

る

。

「
通

雅

」

な

ど

は

康

熈

丙

午

(

一

六

六

六

年

〉

の

序

を

持

ち

、

近

刊

の

書

で

あ

る

。

国

書

で

は

「
文

鏡

秘

府

論

」

唱清

氏

神

代

紀

抄

」

等

を

引

く

.

著

者

の

中

村

暢

斎

は

寛

永

六

=

六

二

九

}
年

ー

元

禄

一

五

(

一
七

O

二

〉

年

。

京

都

の

人

。

名

は

之

欽

、

字

は

敬

甫

で

号

が

暢

斎

だ

が

、

序

に

見

え

る

よ

う

に

仲

欽

と

修

し

た

。

詳

し

く

は

前

掲

柴

田

氏

著

書

を

参

照

。

ま

た

、

「
暢

斎

先

生

行

状

」

が

勉

誠

社

近

世

文

学

資

料

類

従

参

考

文

献

四

「
訓

蒙

図

彙

」

に

収

め

ら

れ

て

い

る

。

暢

斎

は

伊

藤

仁

斎

ど

並

ぷ

儒

学

者

と

し

て

著

名

で

、

漢

籍

国

字

解

を

多

く

著

し

て

い

る

が

(

「

ー

示

蒙

句

解

」

の

名

で

、

「
四

書

」

「
孝

経

」

「
小

学

」

「
近

思

録

」

〉

、

語

学

.
音

韻

学

関

係

の

著

述

は

本

書

の

他

に

は

な

い

よ

う

で

、

暢

斎

の

名

は

今

ま

で

国

語

学

史

上

に

取

り

上

げ

ら

れ

る

こ

と

は

な

か

っ

た

の

で

⑤

あ

る

(
訓

点

史

や

近

世

字

音

資

料

と

し

て

の

研

究

は

あ

る

〉

。

九

州

大

学

付

属

図

書

館

碩

水

文

庫

は

明

治

の

崎

門

学

者

楠

本

碩

水

の

旧

蔵

書

か

ら

な

っ

て

い

る

の

だ

が

.
こ

こ

に

は

中

村

暢

斎

の

著

作

が

多

く

集

め

て

あ

る

.

「
筆

記

書

集

傳

」

の

巻

末

所

載

の

「
仲

村

楊

斎

先

生

著

述

書

目

」

に

未

刻

と

あ

る

「
暢

斎

文

集

」

も

写

本

で

の

こ

っ

て

お

り

(

一
三

巻

一

一
冊

〉

、

通

覧

し

て

み

た

が

(

「
韻

学

私

言

一
序

は

巻

十

に

お

さ

め

る

〉

、

語

学

、
音

韻

学

関

係

の

ま

と

ま

っ

た

論

述

は

な

い

。

た

だ

、

時

に

漢

字

に

唐

音

が

付

し

て

あ

る

も

の

が

あ

る

(
祝

文

、

行

禮

な

ど

〉

こ

と

は

注

目

に

値

し

よ

う

。

黄

桀

僧

と

の

文

通

も

あ

る

の

で

(

「
暢

斎

文

集

」

巻

六

)

、

唐

音

の

知

識

は

こ

の

方

面

か

ら

得

た

の

で

あ

ろ

う

。

ま

た

、

や

は

り

碩

水

文

庫

蔵

の

「
仲

子

語

録

」

に

は

「
韻

学

私

言

」

に

言

及

す

る

と

こ

ろ

が

あ

る

。

こ

の

書

は

暢

斎

の

弟

子

の

増

田

謙

之

(

「
暢

斎

先

生

行

状

」

の

著

者

〉

が

楊

斎

の

言

状

を

記

録

し

た

も

の

で

、

大

本

六

巻

一
冊

の

写

本

で

巻

末

に

「
寛

延

二

年

巳

九

月

初

丑

校

合

了

」

の

識

語

が

あ

る

。

増

田

謙

之

は

字

益

夫

.
号

立

軒

、

延

宝

元

(

一
六

七

三

〉

年

-1

寛

保

三

(

一
七

四

三

〉

年

.

阿

波

の

人

で

あ

る

。

本

書

の

「
韻

学

私

言

一
言

及

部

分

に

関

し

て

は

後

述

の

こ

一30一



と

と

す

る

。

「
韻

学

私

言

」

の

条

に

見

え

る

。

の

M

尾

N

尾

の

区

別

は

「
論

四

聲

」

「
論

開

合

内

外

韻

」

等

ウ

コ

ニ

イ

ム

ク

ツ

チ

尋

フ

今

作

口

訣

日

、
烏

奴

尼

夷

護

為

長

尾

.
狐

追

塵

起

布

為

短

脚

、
凡

入

聲

必

随

長

尾

之

韻

.
如

東

冬

江

陽

、
以

鳥

字

曳

之

、
則

屋

沃

畳

藥

。
以

鼓

字

収

之

、
寒

ヌ

ツ

ニ

刷

先

、
以

奴

字

曳

之

.
則

易

黙

屑

、
以

追

字

収

之

.
真

文

元

.
以

尼

字

曳

之

、
則

◎

イ

専

質

物

月

、
以

麿

字

収

之

、
庚

青

蒸

、
以

夷

字

曳

之

、
則

階

錫

職

、
以

起

字

収

之

、

ム

フ

ク

ウ

ツ

男

↑

昌

侵

軍

盛

、
以

誤

字

曳

之

.
則

輯

合

葉

.
以

布

字

閉

之

.
試

鼓

鳥

、
追

奴

、
麿

尼

、

起

夷

、
布

誤

.
連

呼

、
則

雨

々
自

相

譜

.
可

以

見

此

説

之

非

謎

　

、
此

間

呉

音

.

以

布

追

鼓

麿

起

為

入

尾

、
則

亦

可

信

其

有

來

由

在

　

(
論

四

聲

)

欽

按

東

冬

江

陽

是

烏

之

長

尾

、
入

聲

以

鼓

収

之

、
魚

虞

粛

肴

豪

尤

是

烏

短

尾

.

佳

灰

支

微

齊

是

夷

之

短

尾

、
歌

以

沃

為

尾

、
麻

以

過

畦

鴉

為

尾

、
並

無

入

聲

寒

ー

剛

先

.
以

奴

曳

之

、
入

聲

以

追

収

之

.
以

上

為

中

韻

二

十

.
庚

青

蒸

則

夷

之

長

尾

、
入

聲

以

幾

収

之

是

為

内

韻

三

、
真

文

元

以

尼

曳

之

、
入

聲

以

麿

収

之

、
是

為

外

韻

三

.
侵

軍

豊

威

以

諌

合

之

、
入

聲

以

敷

閉

之

、
是

為

合

韻

四

、

通

雅

云

、
閉

韻

無

闘

唇

之

聲

.
亦

謂

合

韻

臭

(
論

開

合

内

外

韻

〉

舌

内

韻

尾

と

唇

内

韻

尾

を

峻

別

す

る

こ

と

に

眼

目

を

お

い

て

い

る

の

で

は

な

い

が

、

こ

の

二

者

は

混

じ

る

こ

と

な

く

分

か

た

れ

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る

.

各

々

の

韻

を

論

じ

て

い

る

個

所

で

も

、

根

楓

韻

、

巾

釣

韻

で

は

二

と

チ

、

官

干

韻

、

洞

堅

韻

、

關

鍛

韻

で

ヌ

と

ツ

、

金

箸

韻

、

兼

韻

、

甘

盟

韻

で

ム

と

フ

で

あ

る

、

と

し

て

い

る

。

本

居

宣

長

が

唇

内

と

舌

内

は

ム

対

ヌ

で

あ

る

べ

き

だ

、

と

し

た

が

、

韻

の

区

別

に

は

言

及

し

な

か

っ

た

の

に

比

較

す

る

と

、

ニ

チ

韻

と

ヌ

ツ

韻

と

ム

フ

韻

に

分

っ

た

点

で

進

ん

で

い

る

と

い

え

よ

う

。

た

だ

宣

長

は

、

日

本

で

の

用

法

と

し

て

区

別

が

な

い

、

と

し

た

と

も

考

え

ら

れ

、

そ

の

点

、

理

論

か

ら

だ

け

の

暢

斎

と

は

立

場

が

異

な

る

わ

け

で

は

あ

る

。

理

論

だ

け

か

ら

と

い

つ

て

も

、

唐

音

の

知

識

は

あ

っ

た

。

本

居

宣

長

も

「
今

ノ

唐

音

ニ

テ

モ

イ

サ

・

力

差

別

ア

リ

テ

。

ヌ

ニ

近

ク

聞

ユ

ル

ト

。

ム

ニ

近

ク

聞

ユ

ル

ト

ガ

ア

レ

バ

」

と

記

し

て

い

て

(
漢

字

三

音

考

〉

、

ま

た

、

文

雄

の

唐

音

や

、

黄

桀

の

唐

音

に

も

区

別

が

見

え

る

(
文

雄

は

唇

内

全

て

ム

、

舌

内

ン

主

流

ム

混

入

.

黄

桀

の

「
天

和

版

観

音

経

」

は

舌

内

全

て

ン

、

唇

内

ム

ン

併

用

〉

の

で

、

当

時

日

本

に

渡

来

し

た

唐

音

に

舌

内

・
唇

内

の

区

別

の

あ

る

も

の

も

あ

っ

た

こ

と

が

う

か

が

え

る

。

暢

斎

の

聞

い

た

唐

音

も

こ

の

種

の

も

の

だ

つ

た

こ

と

は

大

い

に

有

り

う

る

(

「
韻

学

私

言

」

に

見

え

る

漢

字

の

読

み

は

、

唐

音

に

基

づ

く

も

の

で

あ

ろ

う

が

、

演

繹

的

処

理

が

さ

れ

て

お

り

、

韻

尾

に

ニ

ヌ

な

ど

が

あ

ら

わ

れ

る

。

ま

た

「
暢

斎

文

集

」

に

見

え

る

唐

音

で

は

挽

韻

尾

は

全

て

ン

で

表

記

さ

れ

て

い

る

)

。

上

引

の

「
論

開

合

内

外

韻

」

で

、

東

冬

江

陽

韻

の

ウ

と

魚

虞

蕎

肴

豪

尤

韻

の

ウ

、

庚

青

蒸

韻

の

イ

と

佳

灰

支

微

齊

韻

の

イ

を

区

別

出

来

て

い

る

の

も

、

四

聲

相

配

に

よ

る

理

解

の

ほ

か

に

唐

音

の

知

識

の

有

っ

た

こ

と

が

関

係

し

よ

う

。

「
仲

子

語

録

」

巻

三

に

は

、

「
韻

学

私

言

」

に

言

及

す

る

な

ど

、

字

音

関

係

の

記

述

が

あ

る

が

、

次

の

よ

う

な

部

分

が

あ

る

。

字

彙

尾

巻

ノ

韻

法

横

圖

ハ

、
三

十

六

字

母

ヲ

奉

テ

七

声

ノ

例

ヲ

示

シ

、
又

一

声

中

ニ

テ

合

ロ

撮

口

等

ノ

例

ヲ

挙

テ

例

ヲ

推

テ

知

ル

ペ

力

ラ

シ

ム

、

合

ロ

バ

只

ロ

ヲ

合

ハ

ス

ソ

、
撮

ロ

バ

ロ

ヲ

ツ

ボ

メ

ル

也

、
開

ロ

バ

只

ロ

ヲ

開

ナ

リ

斉

歯

ハ

歯

ヲ

ゾ

ロ

ヘ

ル

ナ

リ

、
混

ハ

一

ッ

ニ

混

ス

ル

ソ

、
閉

ロ

バ

ロ

ヲ

閉

テ

ム

バ

子

ニ

ス

ル

也

、
抑

一
字

母

ノ

下

ニ

テ

各

五

段

二

分

ル

ハ

何

ソ

ヤ

、
音

ノ

相

類

ス

ル

ヲ

以

テ

ナ

リ

、
タ

ト

ヘ

ハ

公

摯

ハ

皆

ウ

バ

子

、
庚

京

ハ

皆

イ

バ

子

是

ヲ

一
類

ト

シ

、
棍

君

根

巾

皆

ニ

バ

子

、
金

ハ

ム

バ

子

、
是

ヲ

一
類

ト

シ

.
光

姜

皆

ウ

バ

子

ニ

テ

又

梢

ヒ

ロ

シ

、
是

ヲ

一

類

ト

シ

、

規

居

皆

イ

ド

メ

、
是

ヲ

一
類

ト

シ

、
乖

皆

イ

ド

メ

ニ

メ

又

梢

ヒ

ロ

シ

.
大

抵

如

此

音

ノ

相

似

タ

ル

ヲ
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以

テ

分

ル

ナ

リ

、
凡

ハ

ヌ

ル

ニ

五

品

ア

リ

、
日

ン

ハ
ウ

バ

子

也

.
日

ヌ

ハ
ヌ

バ

子

也

.
日

/

ハ
イ

バ

子

也

、
日

ニ

ハ
ニ

バ

子

也

、
日

ム

ハ
ム

バ

子

ナ

リ

(
巻

三

〉

こ

の

よ

う

に

、

喉

内

韻

尾

を

「
は

ね

」

と

と

ら

え

て

い

る

の

は

唐

音

の

知

識

が

当

然

関

連

し

て

い

る

は

ず

で

あ

る

.

ウ

バ

ネ

を

ン

、

イ

バ

ネ

を

!

、

と

区

別

し

て

表

記

し

て

い

る

が

、

舌

内

韻

尾

を

ヌ

と

二

と

に

書

き

分

け

る

の

に

対

応

す

る

も

の

で

あ

る

。

こ

の

ン

ノ

の

書

き

分

け

は

「
韻

学

私

言

」

に

も

見

え

る

。

例

え

ば

、

そ

の

最

巻

末

の

「
三

十

韻

目

」

を

あ

げ

る

と

、

東

屋

微

齎

尤

庚

真

質

侵

績

イ
ヤ
ン

イ
ヤ
ク

イ
ユ
イ

イ
ユ
ウ

カ
イ

ボ
ア
イ

ツ

ス
イ

冬

沃

江

畳

陽

藥

魚

虞

カ
ア
芦

カ
ア
ツ

セ
ア
γ

カ

エ
ツ

レ
エ
,

シ
エ
ツ

セ
ア
唇
ウ

ヘ
ア
ウ

寒

易

刑

鮎

先

屑

薫

肴

陀

青

錫

蒸

職

文

物

元

月

軍

合

監

葉

威

治

佳
豪

灰

支

歌

麻

(
改

行

は

本

の

ま

ま

〉

「
東

冬

江

陽

」

に

ン

、

「
庚

青

蒸

」

に

ノ

を

使

っ

て

い

る

。

な

お

、

こ

れ

を

見

て

も

M

尾

N

尾

が

使

い

分

け

ら

れ

て

い

る

こ

と

が

明

ら

か

で

あ

ろ

う

。

ま

た

、

「
字

彙

」

の

引

用

は

「
韻

学

私

言

」

に

も

有

る

の

だ

が

、

こ

の

閉

口

を

ム

バ

ネ

で

あ

る

と

認

識

で

き

た

の

が

M

尾

N

尾

の

区

別

を

な

し

え

た

こ

と

に

つ

な

が

る

。

「
字

彙

韻

法

横

圖

」

は

明

の

梅

贋

柞

「
字

彙

」

の

巻

末

に

作

者

不

明

の

「
韻

法

直

図

」

と

と

も

に

お

さ

め

ら

れ

て

い

る

、

李

世

澤

作

の

韻

図

で

あ

る

。

「
字

彙

」

の
和

刻

は

慶

安

元

年

の

古

い

時

期

の

こ

と

で

あ

る

が

、

河

野

通

清

の

「
字

彙

巻

末

解

」

は

享

保

一

八

年

ま

で

下

り

、

し

か

も

通

清

の

注

が

韻

図

へ

の

注

に

な

っ

て

い

な

い

の

と

比

較

す

る

と

、

楊

斎

の

「
字

彙

」

利

用

の

速

さ

が

知

ら

れ

る

。

後

世

の

こ

と

に

な

る

が

、

や

は

り

「
字

彙

韻

法

直

横

図

」

を

引

用

し

た

文

雄

な

ど

は

恐

ら

く

閉

口

と

合

ロ

と

を

混

同

し

て

し

ま

っ

た

た

め

に

、

開

ロ

ン
合

⑥

ム

と

い

う

区

別

を

立

て

る

こ

と

に

な

っ

た

よ

う

で

あ

る

。

前

述

の

よ

う

に

、

文

雄

は

唐

音

で

は

韻

尾

の

M

と

N

と

を

聞

き

分

け

る

こ

と

が

で

き

た

よ

う

で

あ

る

が

・

四

声

相

配

の

原

理

(
罰

声

と

入

声

の

調

音

位

置

の

一

致

〉

に

気

付

か

ず

、

別

の

原

理

を

探

し

た

た

め

に

誤

っ

た

区

別

を

し

て

し

ま

っ

た

の

で

あ

ろ

う

。

こ

れ

は

中

国

原

音

の

が

わ

に

も

責

任

が

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

の

だ

が

、

こ

れ

に

関

し

て

は

前

述

の

黄

桀

唐

音

の

問

題

と

共

に

ま

た

別

の

機

会

に

論

じ

る

こ

と

と

し

た

い

。

さ

て

・

暢

斎

が

M

尾

N

尾

の

区

別

を

な

し

え

た

の

に

は

、

引

用

書

の

存

在

が

⑦

あ

る

わ

け

だ

が

、

上

に

挙

げ

た

「
字

彙

」

の

他

に

「
韻

表

」

の

影

響

も

大

き

い

と

い

え

よ

う

。

「
韻

表

」

は

「
通

雅

」

と

並

ん

で

引

用

数

の

多

い

書

で

あ

る

。

こ

の

「
韻

表

」

は

.
趙

蔭

業

(憩

之

》
氏

の

「
等

韻

源

流

」

(

一
九

五

七

年

元

刊

、

今

一
九

七

四

年

再

刊

本

一

五

六

頁

〉

に

よ

れ

ば

、

韻

表

頗

睾

見

、

掠

我

所

知

、

故

宮

圖

書

館

、

北

大

研

究

所

、

馬

幼

漁

先

生

藏

各

一
部

と

あ

る

が

、

我

が

国

で

は

内

閣

文

庫

に

蔵

し

て

い

る

。

「
韻

学

私

言

」

中

で

は

前

掲

の

「
論

開

合

内

外

韻

」

の

「
欽

按

」

に

先

立

つ

引

用

が

重

要

で

あ

る

。

開
・
音
則
馨

而
見
墓

舗

灘

咀
威

合
呈

・
則
呼
畢
閉
唇
誰

向
内

音
則
深
舌
而
近
喉
轍
青

向
外
音
則
浅
舌
而
近
轟

文

居
豊

・
則
不
向
内
不

向
外
而
統
在
中
間
購
期

蛤
之

「
閉

唇

」

と

い

う

言

葉

が

「
閉

口

」

と

い

う

よ

り

も

具

体

的

で

分

か

り

良

か

っ

た

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。

ま

た

、

「
字

彙

」

と

は

違

っ

て

「
韻

表

」

の

韻

目

名

が

韻

鏡

等

と

同

じ

で

あ

っ

た

こ

と

も

、

暢

斎

の

四

声

相

配

へ

の

理

解

を

助

け

た

と

も

考

え

ら

れ

よ

う

。

以

上

の

よ

う

に

楊

斎

は

、

M

尾

N

尾

の

区

別

を

発

見

で

あ

る

と

は

認

識

し

て

い

な

か

っ

た

に

せ

よ

、

こ

の

二

者

は

韻

に

よ

っ

て

区

別

す

べ

き

も

の

で

あ

る

と

判

断

し

て

い

た

と

見

倣

さ

れ

る

。
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三

M

尾

N

尾

の

区

別

を

明

言

し

て

い

た

中

村

楊

斎

の

「
韻

学

私

言

」

で

は

あ

る

が

、

文

雄

・
義

門

・
大

田

全

斎

等

、

後

世

の

研

究

者

に

影

響

を

与

え

る

こ

と

は

な

か

っ

た

。

舌

内

韻

尾

を

ン

で

書

か

ず

に

ヌ

・

二

で

書

く

と

こ

ろ

な

ど

は

大

田

全

斎

の

態

度

と

共

通

す

る

の

で

あ

る

が

、

影

響

関

係

は

あ

る

ま

い

。

結

局

は

本

書

が

出

版

さ

れ

な

か

っ

た

こ

と

が

、

流

布

し

な

か

っ

た

理

由

で

あ

る

の

だ

ろ

う

が

、

本

書

を

引

用

し

た

文

献

も

存

在

す

る

。

安

永

六

年

刊

谷

川

士

清

の

「
倭

訓

栞

」

が

そ

れ

で

あ

る

。

そ

の

巻

首

の

「
大

綱

」

に

は

七

ヶ

所

に

「

韻

学

私

言

」

の

引

用

が

あ

る

。

「
韻

学

私

言

に

い

は

く

」

と

い

う

引

用

の

仕

方

が

お

お

い

が

、

「
仲

氏

も

…

…

と

い

へ

り

」

と

第

五

条

(
原

典

に

番

号

は

付

さ

れ

て

お

ら

ず

、

私

に

打

っ

た

通

し

番

号

で

あ

る

。

通

行

の

井

上

頼

囹

・
小

杉

橿

邨

の

「
増

補

語

林

倭

訓

栞

」

で

は

九

頁

.

勉

誠

社

文

庫

一

二

一
尾

崎

知

光

編

「

倭

訓

栞

大

綱

」

で

は

一

八

頁

〉

に

見

え

る

の

も

「
韻

学

私

言

」

(
論

華

梵

字

音

}

か

ち

の

引

用

で

あ

る

。

他

に

、

第

二

五

条

(
増

二

一
頁

、

勉

三

三

頁

。

論

國

字

よ

り

〉

、

第

七

二

条

(
増

四

三

頁

、

勉

五

八

頁

。

論

五

音

圏

よ

り

〉

、

第

一

〇

六

条

(
増

五

六

頁

、

勉

七

四

頁

。

論

五

官

本

聲

之

生

成

よ

り

〉

、

第

一
五

〇

条

(
増

七

一

頁

、

勉

九

一

頁

.

論

四

聲

よ

り

〉

、

第

一
五

四

条

(
増

七

三

頁

、

勉

九

四

頁

。

序

よ

り

〉

、
第

醐
五

七

条

(
増

七

六

頁

、

勉

九

七

頁

。

論

国

宇

よ
.り

}

に

引

用

が

あ

る

。

ま

た

、

出

典

は

記

し

て

い

な

い

が

第

四

条

(

「
鄭

來

捺

が

説

に

」

と

し

て

「
通

志

」

六

書

略

の

論

華

梵

を

引

く

〉

も

次

条

の

「
韻

学

私

言

」

の

引

用

部

分

の

直

前

に

、

本

条

と

共

通

す

る

記

述

が

あ

る

こ

と

か

ら

、

「
韻

学

私

言

」

か

ら

の

引

用

で

あ

ろ

う

と

推

定

さ

れ

る

。

ま

た

「
大

綱

」

の

部

分

だ

け

で

な

く

、

本

文

「
倭

訓

栞

」

前

編

の

冒

頭

「
あ

」

の

条

に

も

「
仲

氏

も

…

…

と

い

へ

り

」

と

引

か

れ

て

い

る

(
論

五

官

本

聲

之

生

成

よ

り

〉

。

「
倭

訓

栞

」

の

著

者

の

谷

川

士

清

は

漢

学

の

方

面

で

は

崎

門

に

属

す

る

の

で

あ

る

か

ら

、

崎

門

で

は

な

い

中

村

褐

斎

の

書

物

が

特

に

見

や

す

い

環

境

に

あ

っ

た

と

い

う

わ

け

で

は

な

さ

そ

う

で

あ

る

。

と

は

い

う

も

の

の

、

暢

斎

の

著

書

を

多

く

集

め

た

楠

本

碩

水

も

や

は

り

崎

門

で

あ

っ

た

と

い

う

の

が

気

に

な

る

。

暢

斎

が

啓

蒙

的

な

国

字

解

を

数

多

く

著

し

て

い

る

点

か

ら

、

崎

門

の

が

わ

で

暢

斎

の

書

を

参

考

に

す

る

こ

と

が

あ

っ

た

の

だ

ろ

う

か

。

ま

た

、

暢

斎

と

親

し

か

っ

・
た

藤

井

獺

斎

・
米

川

操

軒

は

山

崎

闇

斎

と

関

係

が

あ

っ

た

が

、

徽

斎

は

楊

斎

と

⑧

の

交

際

以

降

は

崎

門

か

ら

離

れ

て

い

っ

た

と

い

う

。

「
韻

学

私

言

」

を

「
倭

訓

栞

」

が

引

用

し

え

た

理

由

は

と

も

か

く

、

「
倭

訓

栞

」

に

引

か

れ

た

こ

と

に

よ

っ

て

「
韻

学

私

言

」

は

人

目

に

多

く

触

れ

る

こ

と

と

な

る

.
金

田

一

春

彦

氏

「
国

語

ア

ク

セ

ン

ト

の

史

的

研

究

ー

原

理

と

方

法

}

(
昭

和

四

九

年

〉

の

二

三

九

頁

に

「
韻

学

私

言

」

が

ひ

か

れ

る

。

ア

ク

セ

ン

ト

を

高

低

で

は

な

く

、

深

浅

で

あ

ら

わ

し

た

文

献

と

し

て

で

あ

る

.

本

邦

之

語

、

猶

華

域

之

音

、

今

呼

柿

、

日

葛

幾

、

則

隻

深

、

日

渇

起

、

則

⑨

隻

浅

、

倶

無

高

低

而

平

声

也

、

呼

垣

、

日

葛

起

、

則

先

深

後

浅

、

而

如

上

声

、

呼

蠣

、

日

渇

幾

、

則

先

浅

後

深

、

而

如

去

声

金

田

一
氏

は

以

上

を

引

用

し

て

、

こ

の

場

合

、

「
深

」

は

「
高

」

の

意

、

「
浅

」

は

「
低

」

の

意

か

と

解

せ

ら

れ

る

が

、

こ

れ

ま

た

ア

ク

セ

ン

ト

を

現

わ

し

た

も

の

と

見

ら

れ

る

。

と

解

か

れ

る

。

ま

た

、

井

上

奥

本

氏

の

「
日

本

語

調

學

小

史

」

(

「
音

聲

の

研

究

」

2

昭

和

三

年

〉

で

も

「

(
九

〉

節

式

其

他

」

に

「
参

考

に

債

す

る

」

文

献

と

し

て

書

名

が

見

え

る

。

金

田

一
氏

・
井

上

氏

は

「
韻

学

私

言

」

が

佐

藤

寛

氏

の

「
本

朝

四

聲

考

」

(
国

学

院

「
国

文

論

纂

b

明

治

三

六

年

〉

に

ひ

か

れ

て

い

る

、

と

す

る

が

、

こ

の

「
本

朝

四

聲

考

」

,の

芦
韻

学

私

言

」

引

用

は

「
倭

訓

栞

」

か

ら

の

孫

引

き

と

お

ぼ

し

い

。

「
本

朝

四

聲

考

」

中

に

「
韻

学

私

言

」

の

引

用

は

三

ヶ

所

あ

る

が

、
そ

れ

は

全

て

「
倭

訓

栞

一
に

引

用

さ

れ

る

部

分

に

含

ま

れ

る

(
三

〇

二

頁

・
七

二

条

、

三

〇

八

頁

・

一

五

〇

条

、

三

三

二

頁

・

一

五

〇

条

)

。

そ

し

て

「
本

朝

四

聲

考

」

で

は

他

の

個

所

で

現

に

「
倭

訓

栞

」

を

出

典

明

記

し

て

引

用

し

て

い

る

(
三

〇

二

頁

の

「
韻

学

私

言

一

引

用

部

分

の

直

後

「
倭

訓

栞

に

、

五

一33一



音

十

行

の

歌

、

ま

た

音

韻

相

通

假

字

反

圖

を

學

げ

て

」

)

が

、

「
韻

学

私

言

」

以

外

で

も

出

典

を

記

さ

ず

に

、

明

ら

か

に

「
倭

訓

栞

」

か

ら

の

記

事

を

引

く

こ

と

が

あ

る

(
二

九

二

頁

「
古

は

、

開

合

正

し

く

…

」

は

第

一
条

よ

り

〉

か

ら

で

あ

る

.
ま

た

、
暢

斎

は

ア

ク

セ

ン

ト

の

語

例

と

し

て

カ

キ

(
柿

.
垣

.
蠣

〉

、

ハ

シ

(
端

、

橋

、

筋

〉

を

あ

げ

る

の

だ

が

、

そ

の

う

ち

ハ

シ

は

「
倭

訓

栞

」

に

取

ら

れ

て

お

ら

ず

、

ま

た

「
本

朝

四

聲

考

」

に

も

な

い

。

つ

ま

り

、

先

引

の

「
如

去

聲

」

の

後

に

、

「
倭

訓

栞

」

「
本

朝

四

聲

考

」

で

は

、

又

如

上

下

二

字

、

各

上

去

雨

聲

、

互

異

其

義

、

而

與

國

語

、

自

相

符

と

続

く

の

だ

が

、

原

「
韻

学

私

言

」

で

は

、

以

上

の

文

の

前

に

次

の

文

章

が

続

く

わ

け

で

あ

る

。

如

端

為

法

失

、

橋

為

法

實

餓

、

筋

為

乏

骸

失

亦

糞

金

田

一
氏

が

「
深

浅

」

の

表

現

に

着

目

し

て

引

用

す

る

部

分

は

「
論

四

聲

」

の

条

下

で

、

そ

の

前

に

深

浅

と

高

低

の

関

係

に

つ

い

て

説

明

が

あ

る

が

、

実

は

よ

く

わ

か

ら

な

い

。

凡

聲

深

呼

者

、
聚

而

實

.
實

者

其

調

自

昂

而

高

.
其

尾

必

浅

而

低

、
是

為

上

聲

聲

浅

呼

者

、
散

而

淡

.
淡

者

其

調

自

低

而

卑

、
其

尾

必

深

而

昂

、
是

為

去

聲

声

が

深

け

れ

ば

自

然

と

高

く

な

り

、

浅

け

れ

ば

自

然

と

低

く

な

る

、

と

い

う

わ

け

で

あ

る

。

ま

た

、

カ

キ

・
ハ

シ

の

例

で

言

う

と

深

に

葛

・
幾

・
法

・
失

の

字

を

用

い

、

浅

に

渇

・
起

・
乏

・
實

の

字

を

用

い

て

い

る

。

こ

の

深

浅

(
高

低

〉

に

よ

る

文

字

の

使

い

分

け

は

、

本

書

の

「
字

母

清

濁

圏

」

と

対

照

す

る

こ

と

に

よ

っ
で

、

声

母

に

よ

る

使

い

分

け

で

あ

る

こ

と

が

わ

か

る

。

「
字

母

清

濁

圖

」

は

「
韻

法

直

図

」

の

三

二

声

母

の

下

に

「
葛

幾

狐

結

,箇

」

の

如

く

、

日

本

語

の

五

母

音

に

対

応

す

る

よ

う

に

並

べ

て

い

る

も

の

で

あ

る

.

そ

れ

ぞ

れ

の

字

は

「
韻

法

直

図

」

中

の

も

の

に

よ

っ

て

お

り

、

ア

列

は

主

に

摯

韻

に

よ

っ

て

い

る

が

、

適

当

な

文

字

が

な

い

場

合

に

易

字

を

用

い

る

。

イ

列

は

支

微

韻

に

質

韻

、

ウ

列

は

虞

韻

、

工

列

は

屑

韻

、

オ

列

は

屋

沃

韻

か

ら

取

る

。

そ

し

て

こ

の

三

二

母

そ

れ

ぞ

れ

に

深

清

、

浅

清

な

ど

を

付

し

て

い

る

の

で

あ

る

が

、

破

裂

音

・
破

擦

音

の

、

全

清

(
見

端

幣

精

照

〉

ー

深

清

、

次

清

(
渓

透

湧

清

穿

〉

1

浅

清

、

全

濁

(
群

定

並

従

林

>

1

重

濁

、

次

濁

(
疑

泥

明

、

破

裂

音

系

で

は

な

い

が

微

来

日

も

〉

1

軽

濁

、
と

し

て

い

て

-
摩

擦

音

系

の

全

清

(
心

審

暁

非

〉

は

軽

清

、

全

濁

(
邪

禅

匡

奉

〉

は

浅

濁

、

敷

母

は

浅

清

、

ま

た

、

影

母

は

深

清

、

喩

母

は

軽

濁

、

と

す

る

。

こ

の

「
字

母

清

濁

圖

」

は

「
依

字

彙

韻

法

直

圖

」

と

あ

る

が

、

「
字

彙

」

に

は

こ

の

よ

う

な

軽

重

清

濁

浅

深

は

記

さ

れ

て

は

い

な

い

.

こ

れ

を

先

程

の

力

キ

、

ハ

シ

と

比

較

す

る

と

、

葛

・幾

は

深

清

.

渇

・
起

は

浅

清

で

(

「
字

母

清

濁

圖

」

で

は

「
渇

企

枯

契

龍犬

」

と

す

る

が

、

後

掲

の

「
五

音

十

母

圖

」

で

「
企

」

と

「
起

」

は

同

音

と

知

れ

る

〉

、

法

・
失

は

軽

清

、

乏

・
實

は

浅

濁

で

あ

る

。

つ

ま

り

、

浅

音

(
低

音

〉

に

は

浅

濁

・
浅

清

と

い

う

声

母

の

文

字

を

使

い

、

深

音

(
高

音

〉

に

は

深

清

・
軽

清

と

い

う

声

母

の

文

字

を

用

い

る

と

い

う

(
浅

〈
低

〉

ー

深

・
軽

〈
高

〉

〉

、

一
種

の

〈

ア

ク

セ

ン

ト

に

よ

る

文

字

の

使

い

分

け

〉

が

存

す

る

わ

け

で

あ

る

。

こ

の

使

い

分

け

が

字

音

の

声

調

で

は

な

く

、
声

母

に

よ

っ

て

い

る

の

は

珍

し

い

こ

と

で

あ

ろ

う

.

し

か

し

、

こ

の

よ

う

な

ア

ク

セ

ン

ト

に

よ

る

文

字

の

使

い

分

け

も

こ

の

「
論

四

聲

」

の

条

に

の

み

限

ら

れ

て

い

て

、

他

の

箇

所

に

は

見

ら

れ

な

い

。

な

お

、

力

キ

・

ハ

シ

の

後

の

部

分

で

ア

ゲ

サ

ゲ

の

サ

に

「
沙

」

の

字

が

使

わ

れ

て

い

て

、

「
浅

音

」

と

注

記

が

あ

る

。

と

こ

ろ

が

、

こ

の

字

は

「
軽

清

」

の

字

で

.
本

来

深

音

に

使

わ

れ

る

べ

き

も

の

で

あ

る

。

し

か

し

、
「
字

母

清

濁

圏

」

の

浅

濁

の

箇

所

の

、

サ

の

位

置

に

は

文

字

が

な

く

、

「
晶

實

瑞

舌

厘

・

と

な

っ

て

い

る

。

こ

れ

で

は

使

い

分

け

を

し

よ

う

に

も

文

字

が

無

い

わ

け

で

あ

る

。

仕

方

な

く

、

浅

音

字

を

使

っ

た

の

で

あ

ろ

う

。

,

四

「
倭

訓

栞

」

の

よ

う

に

流

布

は

し

な

か

っ

た

が

、

「
韻

学

私

言

」

を

引

用

し

た

書

が

も

う

ひ

と

つ

あ

る

。

内

閣

文

庫

蔵

の

「
韻

學

捷

倥

切

韻

纂

要

」

が

そ

れ

で

あ

る

。

本

書

は

岡

井

愼

吾

氏

「
日

本

漢

宇

学

史

」

(
昭

和

九

年

刊

〉

三

二

六

、
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頁

に

見

え

る

。

罵

本

二

巻

、

淺

草

文

庫

の

薔

藏

で

今

は

内

閣

文

庫

。

西

村

重

慶

の

求

源

抄

(
磨

光

韻

鏡

蛛

論

に

よ

る

、

未

見

〉

や

諸

抄

大

成

を

引

い

て

居

る

か

ら

今

こ

・

に

序

で

る

。

上

巻

に

は

聲

音

の

源

、
五

十

字

の

起

り

附

梵

漢

宇

な

ど

の

題

目

を

立

て

・

之

を

説

き

.

下

巻

は

全

く

十

二

反

切

を

述

べ

て

居

る

.

三

十

六

字

母

か

ら

知

徹

澄

嬢

を

除

い

て

居

る

も

韻

會

あ

た

り

の

影

響

。

書

中

往

々

韻

學

私

言

と

仲

敬

の

説

(
と

も

に

漢

文

〉

と

を

引

く

が

、

今

そ

の

存

否

を

知

ら

ぬ

.

大

本

で

乾

坤

の

二

巻

二

冊

。

乾

巻

は

墨

付

六

五

丁

。

坤

巻

一
六

丁

.
序

践

な

し

.

岡

井

氏

は

「
韻

学

私

言

」

の

存

在

を

知

ら

な

か

っ

た

.
そ

し

て

「
韻

学

私

言

一

と

仲

敬

の

説

を

別

物

と

見

た

よ

う

で

あ

る

(

「
私

言

仲

敬

甫

云

」

の

書

き

方

も

あ

る

の

だ

が

〉

。

仲

敬

(
甫

の

脱

で

あ

る

〉

の

説

は

全

て

「
韻

学

私

言

」

の

う

ち

に

見

え

る

。

こ

の

二

書

を

照

ら

し

あ

わ

せ

て

み

る

と

、

出

典

を

記

さ

ず

に

「

韻

学

私

言

」

を

引

用

す

る

こ

と

も

多

く

、

「
往

々

」

ど

こ

ろ

で

は

な

く

、

か

な

り

な

引

用

の

仕

方

で

、

特

に

上

巻

は

「
韻

学

私

言

」

の

祖

述

と

も

い

え

る

ほ

ど

で

あ

る

。

構

成

も

順

不

同

で

は

あ

る

が

、

「
韻

学

私

言

」

の

も

の

を

借

り

て

い

る

。

上

巻

辮

説

論

聲

音

之

源

聲

音

之

名

義

辮

五

音

圖

辮

五

十

字

起

辮

軍

聲

引

聲

五

十

字

配

於

五

音

歌

,
假

名

反

之

法

梵

漢

字

論

「
韻

学

私

言

」

対

応

箇

所

総

論

聲

音

韻

之

用

論

聲

音

韻

名

義

論

五

音

圖

論

五

官

本

聲

之

生

成

(
論

五

官

本

聲

之

生

成

の

一
部

〉

論

華

梵

宇

音

論

國

字

國

語

論

國

字

三

十

六

母

辮

論

七

音

字

母

七

音

字

母

清

濁

圖

論

清

濁

論

字

母

清

濁

通

例

七

音

辮

鶴

音

論

鰐

聲

舌

音

論

舌

聲

唇

音

論

重

唇

聲

論

軽

唇

聲

歯

音

論

歯

聲

喉

音

論

喉

聲

二

半

音

論

二

半

聲

辮

四

聲

論

四

聲

反

切

辮

論

反

切

(
論

七

音

字

母

の

一
部

〉

列

圖

辮

内

鶉

外

輯

之

辮

論

開

合

内

外

韻

音

韻

有

粗

細

圓

尖

癖

論

音

韻

有

粗

細

圓

尖

三

所

開

合

之

癖

三

十

二

位

配

合

捷

径

之

文

(
諭

字

母

清

濁

通

例

の

一
部

〉

以

上

の

よ

う

な

構

成

で

、

殆

ど

の

条

は

、

ま

ず

「
韻

学

私

言

」

を

延

々
と

引

用

し

て

、

そ

の

後

に

「
韻

鏡

開

査

ト

(
自

等

庵

宥

朔

。

寛

永

四

年

刑

〉

や

「
韻

鏡

求

源

抄

」

(
西

村

重

慶

.

貞

享

二

年

刊

〉
や

「
韻

鏡

問

答

抄

」

(
湯

浅

重

慶

。

貞

享

四

年

刊

)
や

「
韻

鏡

諸

抄

大

成

」

(
馬

場

信

武

.

宝

永

二

年

刊

〉
や

「
悉

曇

三

密

抄

」

等

を

引

用

す

る

と

い

う

か

た

ち

で

あ

る

。
.な

お

、

下
.巻

は

十

二

反

切

を

解

い

て

い

て

=
切

韻

指

掌

」

を

多

く

引

く

}
、
「
韻

学

私

言

」

の

引

用

は

見

ら

れ

な

い

。

な

お

、

岡

井

氏

が

「
韻

会

あ

た

り

の

影

響

」

と

い

う

三

十

二

字

母

は

、

先

に

ふ

れ

た

「
韻

表

」

に

よ

っ

た

も

の

で

あ

る

。

「
韻

學

捷

径

切

韻

纂

要

」

は

内

題

の

後

に

「
武

江

二

山

習

堂

門

人

服

部

恒

齋

纂

集

二

山

格

堂

考

訂

」

と

見

え

る

。

服

部

恒

齋

に

関

し

て

は

不

明

で

あ

る
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が

(

「
国

書

総

目

録

」

著

者

索

引

で

も

こ

の

書

の

み

)

、

二

山

氏

は

二

山

時

習

堂

、

格

堂

の

親

子

で

あ

る

(

「
時

」

脱

か

〉

。

時

習

堂

、

名

は

義

長

、

字

は

伯

養

、

元

和

九

(

一
六

二

三

〉

年

ー

宝

永

六

(

一

七

〇

九

)

年

。

格

堂

、

名

は

董

高

、
字

は

游

翁

.
延

宝

五

(

=

ハ
七

七

〉
年

ー

寛

保

二
=

;

四

=
=

年

.

二

山

時

習

堂

は

そ

の

著

書

「
朱

王

學

辮

」

に

中

村

揚

斎

か

ら

序

文

を

寄

せ

ら

れ

て

お

り

(
元

禄

八

年

、

「
暢

斎

先

生

文

集

」

巻

十

に

も

お

さ

め

る

〉

、

暢

斎

と

関

係

の

あ

っ

た

こ

と

が

知

ら

れ

る

。

服

部

恒

斎

が

こ

の

書

を

見

た

の

も

、

こ

の

縁

で

あ

ろ

う

か

。

な

お

.
格

堂

の

没

年

と

、
引

用

さ

れ

る

「
韻

鏡

諸

抄

大

成

」

の

刊

行

年

を

考

え

る

と

、

本

書

の

成

立

は

宝

永

二

年

か

ら

寛

保

三

年

ま

で

の

間

に

な

ろ

う

。

以

上

の

よ

う

に

「
韻

学

私

言

」

は

後

世

に

影

響

を

与

え

る

こ

と

は

あ

ま

り

な

か

つ
た

が

、
漢

字

音

研

究

史

上

に

記

録

さ

れ

て

し

か

る

べ

き

文

献

で

あ

ろ

う

と

考

え

ら

れ

る

。

そ

の

紹

介

の

仕

方

が

雑

然

と

し

た

も

の

に

な

り

、

内

容

に

ま

で

深

く

い

た

れ

な

か

っ

た

の

は

本

稿

筆

者

の

非

力

に

よ

る

も

の

で

あ

る

。

と

り

あ

え

ず

、

M

尾

N

尾

へ

の

言

及

と

後

世

へ

の

影

響

の

問

題

に

焦

点

を

絞

り

、
報

告

を

す

る

次

第

で

あ

る

。

ー

注

ー

①

「
字

音

に

於

け

る

M

尾

N

尾

の

獲

見

に

就

て

」

(

『
中

国

音

韻

史

論

考

』
所

収

。

元

載

「
国

学

院

雑

誌

」
大

正

十

五

年

三

月

号

〉

②

勉

誠

社

『
近

世

著

述

目

録

大

成

』

に

よ

る

。

③

「
京

師

植

村

藤

右

衛

門

北

村

四

郎

兵

衛

阿

波

小

西

吉

兵

衛

宮

島

屋

伊

左

衛

門

」

と

刊

記

に

あ

る

書

で

あ

る

(
刊

年

不

明

)

。

「
先

哲

叢

談

」

巻

四

の

仲

邨

暢

斎

の

条

で

は

「
筆

記

詩

集

傳

」

の

巻

末

に

著

述

目

録

が

あ

る

・
と

い

う

が

、

ほ

ぼ

同

一
物

で

あ

ろ

う

。

た

だ

「
先

哲

叢

談

」

で

は

四

五

部

三

}

八

巻

、
銭

梓

噌
六

部

、

一
七

四

巻

と

す

る

が

、

こ

れ

は

四

六

部

三

三

六

巻

、

既

刻

一

七

部

一

七

八

巻

の

計

算

に

な

る

。

な

お

九

州

大

学

付

属

図

書

館

に

は

「
筆

記

書

集

傳

」

が

三

部

、

「
筆

記

詩

集

傅

」

が

二

部

あ

る

。

「
書

集

傳

」

は

三

部

中

二

部

に

著

述

目

録

が

あ

り

(
同

版

)

、

「
詩

集

傳

」

は

い

ず

れ

に

も

な

い

。

④

京

都

武

村

新

兵

衛

刊

。

斯

道

文

庫

編

『
江

戸

時

代

書

林

目

録

集

成

』

三

巻

二

〇

〇

頁

。

⑤

松

井

利

彦

氏

「
近

世

漢

学

に

お

け

る

漢

字

音

の

位

相

」

(

「
国

語

国

文

」

四

〇

1

五

〉

。

木

村

秀

次

氏

「

『
四

書

示

蒙

句

解

に

お

け

る

漢

語

ー

現

在

と

読

み

を

異

に

す

る

も

の

i

・

^

.
艸

田
噸

訴

博

毎

国

語

学

論

集

・

〉

等

.

⑥

「
磨

光

韻

鏡

」

で

は

ム

と

ン

は

漢

音

と

呉

音

に

関

す

る

限

り

は

使

い

分

け

て

い

な

い

が

(
ム

は

使

わ

れ

な

い

〉

、

「
磨

光

韻

鏡

字

庫

」

で

開

ロ

ン

合

ロ

ム

と

し

た

こ

と

は

義

門

の

指

摘

す

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。

羅

常

培

氏

の

「
切

韻

閉

口

九

韻

之

古

讃

及

其

演

璽

」

(
中

央

研

究

院

歴

史

語

言

研

究

所

「
慶

祝

察

元

培

先

生

六

十

五

歳

論

文

集

」

一
九

三

三

年

〉

に

引

く

「
磨

光

韻

鏡

」

は

閉

口

韻

を

全

て

ム

表

記

に

し

て

い

る

が

、

こ

れ

は

延

享

元

年

刊

の

初

版

本

で

は

な

く

、

安

政

四

年

刊

の

三

浦

道

齋

校

訂

本

(

「
漢

呉

音

図

」

等

に

よ

っ

て

改

訂

さ

れ

て

い

る

)

に

よ

っ

た

た

め

で

あ

ろ

う

(
勉

誠

社

文

庫

「
磨

光

韻

鏡

」

の

林

史

典

氏

の

解

説

中

の

版

種

の

項

を

参

照

)

。

⑦

謝

啓

昆

「
小

学

考

」

巻

三

六

、

李

新

魁

氏

「
漢

語

等

韻

学

」

二

三

四

頁

、

「

四

庫

全

書

総

目

提

要

」

(
存

目

〉

を

も

参

照

。

⑧

柴

田

篤

氏

著

書

を

参

照

。

⑨

九

大

本

「
韻

学

私

言

」

で

は

「
葛

幾

」

と

あ

る

が

、

「
倭

訓

栞

」

、

後

掲

の

「
韻

学

捷

脛

切

韻

墓

要

」

と

も

に

「
葛

起

」

と

す

る

。

l
-,-

九

州

大

学

大

学

院

博

士

課

程

-1
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